
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動運転サービス導入に関する 

１期社会実証等運営支援業務委託 

 

 

 

 

 

 

業 務 報 告 書 
 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月 

 

 

 



 

 

 

目次 

 

1. 業務概要 ......................................................................................................................... 1-1 

1.1. 業務の目的 ............................................................................................................... 1-1 

1.2. 契約概要 ................................................................................................................... 1-1 

1.3. 業務項目 ................................................................................................................... 1-1 

2. １期社会実証及び社会実装の運営支援 .......................................................................... 2-1 

2.1. 自動運転サービスに関する情報収集 ....................................................................... 2-1 

2.2. １期社会実証の運営支援 ....................................................................................... 2-20 

 関係者協議録の作成 ........................................................................................ 2-20 

 出発式の補助 ................................................................................................... 2-28 

 自動運転バスの運行 ........................................................................................ 2-30 

2.3. 1期社会実装の運営支援 ......................................................................................... 2-31 

 関係者協議録の作成 ........................................................................................ 2-31 

 交通案内員の手配 ............................................................................................ 2-44 

 自動運転バスの運行 ........................................................................................ 2-46 

2.4. 本格社会実装に向けた運営支援 ............................................................................ 2-49 

 地域公共交通確保維持改善事業費補助金（自動運転実証調査事業） ........... 2-49 

 自動運転実証調査事業と連携した路車協調システム実証実験 ...................... 2-52 

 路車協調システム実証実験申請書の作成 ....................................................... 2-54 

3. 広報物の制作 .................................................................................................................. 3-1 

3.1. 自動運転バス用マグネットシートの制作 ................................................................ 3-2 

3.1.1. マグネットシートイメージ ............................................................................... 3-2 

3.1.2. マグネットシート配置箇所 ............................................................................... 3-4 

3.2. 広報動画の制作 ........................................................................................................ 3-6 

3.2.1. 広報動画制作要領 .............................................................................................. 3-6 

3.2.2. 広報動画配信場所 .............................................................................................. 3-7 

3.2.3. 広報動画シナリオ .............................................................................................. 3-8 

4. 報告書・説明資料の作成 ................................................................................................ 4-1 

4.1. 報告書の作成............................................................................................................ 4-1 

4.2. 説明資料の作成 ........................................................................................................ 4-2 

4.2.1. 第 1回全体WG ................................................................................................. 4-3 

4.2.2. 住民説明会....................................................................................................... 4-22 

4.2.3. 第 7回和光市未来技術地域実装協議会........................................................... 4-35 

4.2.4. 第 2回全体WG ............................................................................................... 4-40 

4.2.5. 住民説明会....................................................................................................... 4-54 

4.2.6. 第 8回和光市未来技術地域実装協議会........................................................... 4-63 

5. 打合せ協議 ...................................................................................................................... 5-1 



-1-1- 

1.  業務概要 

1.1.  業務の目的 

本業務は、自動運転サービス導入事業の 1 期社会実証及び社会実装の運営支援や広報

物の制作、協議会（ワーキンググループ（以下、「WG」という）を含む）や市民説明会の

資料作成等を行う業務である。 

 

1.2.  契約概要 

本業務の契約概要を以下に示す。 

 

1）業務名  ：自動運転サービス導入に関する1期社会実証等運営支援業務委託 

2）履行期間 ：2023年5月26日～2024年3月29日 

3）発注者 ：埼玉県和光市 

4）受注者 ：株式会社長大 

 

1.3.  業務項目 

本業務の業務項目を以下の表 1-1に示す。 

 

表 1-1 業務項目 

工種・種別・細別 単位 数量 摘要 

計画準備 式 １  

1期社会実証及び社会実装の運営支援 式 １  

広報物の制作 式 １  

報告書・説明会資料の作成 式 １  

打合せ協議 式 １  
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2.  １期社会実証及び社会実装の運営支援 

自動運転サービス導入事業全体計画に定めた走行ルートを自動運転バス（自動運転レ

ベル 2）で走行するための運営支援を行った。 

 

2.1.  自動運転サービスに関する情報収集 

全国で取り組まれている自動運転バスを用いた実証実験事例に関する情報を収集した。 

情報収集した取り組み事例を以下の表 2 1に示す。 

 

表 2-1 自動運転バスに関わる取り組み事例リスト 

NO 都道府県 市区町村 事業概要・特徴 

1 栃木県 下野市 既存営業バス路線の一部便で自動運転 

2 千葉県 横芝光町 1年間の長期実証を開始 

3 神奈川県 平塚市 平塚駅周辺で自動運転バス（レベル 2）の実証実験 

4 岐阜県 岐阜市 5年間の長期実証を開始 

5 愛知県 豊田市 路車協調技術を活用した自動運転バス 

6 愛知県 日進市 マイナンバーカードを連携したアプリで乗車予約 

7 奈良県 宇陀市 奈良県内で初めての公道における自動運転 

8 福岡県 福岡市 箱崎の公道でレベル 2の自動運転バスの実証実験 
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(1)  栃木県下野市 

① 実証概要 

 既存営業バス路線の「自治医大駅」と「自治医科大学附属病院」を結ぶバス路線の

一部の便において、自動運転バスの実証実験を実施。 

 

② 実証日程 

 2024年 1月 16日（火）から 2024年 2月 19日（月）まで 

 

③ 実証時刻 

①平日 

・往復 68便のうち 19便を自動運転で運行 

・9時 57分（自治医大駅発）～16時 00分（自治医大附属病院前発） 

 

②土曜・日曜・祝日 

・往復 38便のうち 19便を自動運転で運行 

・11時 47分（自治医大駅発）～16時 01 分（自治医大附属病院前発） 

 

※赤色星印：自動運転バス 

 
図 2-1 運行ダイヤ 
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④ 実証場所（ルート） 

 自治医大駅～自治医科大学附属病院（片道約 0.9km） 

 

 
図 2-2 運行ルート 

 

⑤ 車両情報及び走行方法 

 いすゞ車の「エルガミオ」を採用。 

 

 
図 2-3 自動運転車両 

 

⑥ 運賃及び利用方法 

 大人 190円、小児 100円（いずれも通常運賃と同額） 

 乗車希望日の発車時刻までに乗車したい停留所にて乗車 

※土曜・日曜・祝日のみ事前登録による無料乗車券を配布 

※先着順のため、満員の場合には乗車できない場合がある 

 

＜参照先＞ 

 下野市HP 

https://www.pref.tochigi.lg.jp/h03/houdou/20231220_jidouunten-shimotsuke-

syuppatusiki.html  
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(2)  千葉県横芝光町 

① 実証概要 

 2024年 2月 2日に横芝光町、BOLDLY および京葉銀行の 3者で自動運転バスの通年

運行を開始。 

 町は、高齢化の進行や若者世代の流出、慢性的な運転手不足などの課題に加え、運

転手の労働時間などの規制が強化される「2024年問題」を見据えた対応として、町

内バスの他、デマンドタクシー等の新たな仕組みを作って住民の移動手段の確保に

注力し、公共交通が確保された住みやすい街づくりと地域活性化に取り組んでいる。 

 デマンドタクシーの利用者が多いルートを自動運転バスが定期運行することで、デ

マンドタクシーへ集中していた需要を緩和し、住民が便利かつ自由に移動できる公

共交通の実現を目指す。 

 

② 実証日程 

 2024年 2月 2日（金）～ 

 

③ 実証時刻 

 

 

図 2-4 運行ダイヤ 

 

④ 実証場所（ルート） 

 JR 横芝駅、東陽病院およびカスミ横芝光店（スーパー、ピアシティ横芝光内）を結

ぶルート（1周約 5.5km）を走行。 

 

 
図 2-5 運行ルート 
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⑤ 車両情報及び走行方法 

 自動運転小型 EV バス「Minibus」（株式会社ティアフォー製）を 1 台導入。 

 自動運転に関するさまざまな技術の検証・導入を進め、2025年以降に一部区間で自

動運転レベル 4による運行を目指す。 

 

 
図 2-6 自動運転車両 

 

⑥ 運賃及び利用方法 

 運賃は無料。 

 乗車定員は 15人（オペレーターを除く）で LINEの乗車予約システムで予約。 

 

⑦ その他特色 

 見通しが悪い場所ではカメラを設置して、車内のオペレーターによる視認が難しい

エリアの状況を把握し、車両や歩行者を検知した場合には車内モニターに表示する

技術の検証も行う。 

 

＜参照先＞ 

 横芝光町HP 

https://www.town.yokoshibahikari.chiba.jp/soshiki/3/22446.html 
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(3)  神奈川県平塚市 

① 実証概要 

 平塚市は、神奈川中央交通やいすゞ自動車等と、自動運転で走る路線バスの実証実

験を実施。 

 持続可能な公共交通の実現のため、既存路線バスへの自動運転車両の導入により、

ドライバー不足解消の一助となり、本市の市民生活に欠かせないバス路線を確保・

維持していくことを目的としている。 

 運転手が乗車し必要な時に操作する「レベル 2」からはじめ、将来的には特定の条件

下で運転を完全に自動化する「レベル 4」を目指す。 

 

② 実証日程 

 2024年 1月 22日（月）～2月 2日（金）の平日 

 

③ 実証時刻 

 1日 6便程度（午前 11時～午後 4時 30分） 

 

④ 実証場所（ルート） 

 運行ルートは、既存のバス路線（平 15 系統）と同様で、走行距離にして約 4.3km。 

 JR 平塚駅南口駅前広場内は、手動運転。 

 

 
図 2-7 運行ルート 
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⑤ 車両情報及び走行方法 

 自動運転バスは自動運転仕様に改良したいすゞ製の大型路線バス「エルガ」を活用。 

 車両周辺の状況把握には高精度センサー「LiDAR」を活用し、高精度 3 次元地図で

自車の位置を推定しながら自動走行する。 

 

 

図 2-8 自動運転車両 

 

⑥ 運賃及び利用方法 

 実証実験のため市民は乗車不可。 

 

＜参照先＞ 

 平塚市HP 

https://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/machizukuri/page84_00063.html 
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(4)  岐阜県岐阜市 

① 実証概要 

 「自動運転バスがいつも走っているまち」の実現に向け、自動運転バスを 3 台導入

し、5年間の継続運行を 2023年 11月 25 日（土）から開始。 

 人口減少や高齢化が進行する中、持続可能な公共交通ネットワークの構築を目指し、

運転手不足や安全対策などの課題に対する一つの解決策として、公共交通への自動

運転技術の導入を段階的に進めている。 

 岐阜駅から市役所までの中心部ルートと岐阜駅から川原町や岐阜公園などの観光地

を周遊する岐阜公園ルートを運行。 

 

② 実証日程 

 2023年 11月 25日（土）～2028年 3月 31日（金）の午前 10時～午後 4時 

 

③ 実証時刻 

■中心部ルート 

 毎日運行（30分間隔 1日 12便） 

 

 
図 2-9 運行ダイヤ（中心部ルート） 

 

■岐阜公園ルート 

 土日祝日のみ運行（2 時間間隔 1日 3便） 

 

 
図 2-10 運行ダイヤ（岐阜公園ルート） 
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④ 実証場所（ルート） 

■中心部ルート 

 JR 岐阜→柳ケ瀬→岐阜市役所・メディアコスモス→高島屋前→JR 岐阜の 1 周約

5km 

 

■岐阜公園ルート 

 JR 岐阜→柳ケ瀬→市役所・鶯谷高校口→川原町→岐阜公園歴史博物館前→御鮨街

道→市民会館・裁判所前→高島屋前→JR 岐阜の 1周約 9km 

 

 
図 2-11 運行ルート 
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⑤ 車両情報及び走行方法 

 ARMA（アルマ）を採用し、自動運転レベル 2で運行。 

 

 
図 2-12 自動運転車両 

 

⑥ 運賃及び利用方法 

 運賃は無料。 

 原則予約制で希望日の 30日前から電話または LINE 予約システムにて予約。 

 なお、空席がある場合は、予約なしでも乗車可能 

 

⑦ その他特色 

 信号機などのインフラと車両を連携して自動運転率を向上させるための仕組みと

して、信号協調（15カ所）および路車協調（1カ所）のシステムを実装し、自動運

転レベル 4での運行を目指す。 

 

■信号協調について 

 中心部ルートの 15カ所の信号機に装置を取り付けて、通信を用いて信号機の色の

情報を自動運転バスに提供。 

 自動運転バスはこの情報を基に、信号機のある交差点で進行・停止を自動で判断。 

 このシステムにより、自動運転バスは信号機の色に従い、交差点を安全に自動で通

過することが可能となる。 

 

 
図 2-13 信号協調イメージ  
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■路車協調について 

 岐阜市役所前交差点で、信号柱に設置した AI カメラおよび LiDAR センサーによ

って対向車や歩行者などの状況を把握し、右折する自動運転バスに対して進行・停

止の指示を行う。 

 このシステムにより、自動運転バスは周辺の状況に応じて安全に自動で右折する

ことが可能となる。 

 

 
図 2-14 路車協調イメージ 

 

＜参照先＞ 

 岐阜市HP 

https://www.city.gifu.lg.jp/kurashi/douro/1002587/1023154/1023168.html 

 Soft Bank社プレスリリース 

https://www.softbank.jp/drive/press/2023/20231127_01/ 
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(5)  愛知県豊田市 

① 実証概要 

 自動運転バスを自動運転レベル 2（部分運転自動化）で実際に乗客を乗せて運行す

ることにより、将来の自動運転レベル 4（高度運転自動化）実現に向け、課題を洗い

出すとともに、社会実装可能なビジネスモデルの構築及び社会受容性の向上に役立

てる。 

 

② 実証日程 

 令和 5年 11月 30日（木）～12月 28日（木）の 10時～18時 

 

③ 実証時刻 

 10~18時まで、1日 6往復。 

 

 

図 2-15 ダイヤ 

 

④ 実証場所（ルート） 

 中心市街地玄関口バスの路線上（豊田市福祉センター～豊田市駅西口間の約 1.8km）。 

 

 

図 2-16 運行ルート 
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⑤ 車両情報及び走行方法 

 中国・BYD 社の電気自動車（EV）バスを採用。 

 

 
図 2-17 自動運転車両 

 

⑥ 運賃及び利用方法 

 運賃は無料。 

 乗車定員は 1 便あたり最大 15人で先着順。 

 

⑦ その他特色 

 路線上の電柱にセンサーを設置し、道路や歩道の情報を自動運転バスに提供するこ

とで、自動運転バスがより安全に走行できるようサポートする「路車協調システム」

を構築。 

 

 
図 2-18 路車協調システムイメージ 

 

＜参照先＞ 

 豊田市HP 

https://www.city.toyota.aichi.jp/shisei/machizukuri/1056972/index.html 

https://www.city.toyota.aichi.jp/pressrelease/1056689/1056998.html  
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(6)  愛知県日進市 

① 実証概要 

 令和 4 年 4 月に策定した「日進市地域公共交通計画」の実現を目指す中、新たな交

通手段の確立やスマートシティの実現に向けた取り組みの一環として、フランス製

の電気自動車を使用した自動運転バスの公道実走実験を実施。 

 

② 実証日程 

 2024年 2月 20日（火）から 2月 29日（金）の火～土で運行。 

 

③ 実証時刻 

 
図 2-19 運行ダイヤ 

 

④ 実証場所（ルート） 

 日進駅－日進駅間（経由：ブイドラッグ前、日東コミセン、コープ前）。 

 

 
図 2-20 運行ルート 
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⑤ 車両情報及び走行方法 

 ARMA（アルマ）を 2台採用。 

 

 
図 2-21 自動運転車両 

 

⑥ 運賃及び利用方法 

 運賃は無料。 

 LINE 公式アカウント「にっしんアルマ」にて予約。 

 

 

図 2-22 にっしんアルマイメージ 

 

⑦ その他特色 

 マイナンバーカードを連携したデジタル ID アプリ「xID アプリ」を用いた自動運転

バスの乗車予約及びポイント付与の実証事業を並行して実施。 

 

＜参照先＞ 

 日進市HP 

https://www.city.nisshin.lg.jp/department/seikatu/ido/2/jido_unten_2.html  
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(7)  奈良県宇陀市 

① 実証概要 

 人口減少および高齢化に対し、安心安全なまちづくりのための「全世代が住み続け

られるための移動手段の社会実装」に向けた取組みの 1 つとして、奈良県内で初め

ての公道における自動運転車両を用いた新たな移動サービスの実証実験を実施。 

 高齢化率が 40％を超える「榛原天満台団地」を対象に、自動運転車両とグリーンス

ローモビリティの 2 種類の車両を使用して、通院支援の西ルート、買物支援の東ル

ートの 2つのルートで実証実験を実施。 

 走行ルートの安全性、社会受容性、サービス適用性などを検証し、将来の社会実装

に向けて、次年度以降の実証実験計画を策定。 

 

② 実証日程 

 令和 5年 12月 4日（月）から令和 5年 12月 22日（金）の平日限定 

 

③ 実証時刻 

 8：00～15：00の 1便/1時間（1方向当たり） 

 

 
図 2-23 運行ダイヤ（西ルート） 
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④ 実証場所（ルート） 

 榛原天満台地域及びひのき坂地域など 

 
図 2-24 運行ルート（西ルート） 

 

⑤ 車両情報及び走行方法 

 ティアフォーの車両を採用。 

 

 
図 2-25 自動運転車両 

 

⑥ 運賃及び利用方法 

 運賃は不要。 

 事前予約が必要。スマホ・PC もしくは電話にて予約。 

 はじめて乗車する場合、遵守事項を記載した同意書へのサインが必要。 

 

＜参照先＞ 

 宇陀市HP 

https://www.city.uda.nara.jp/s-suishin/kurashi/koutsuu/bus/automaticmobility.html 
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(8)  福岡県福岡市 

① 実証概要 

 先進的なまちづくり「Fukuoka Smart East」の一環として、自動運転 EV バス等の新

たなモビリティの社会実装に向けた検討に取り組んでいる。 

 JR 箱崎駅周辺エリアで、駅や商業施設など生活に密着した場所に、5 カ所の乗降ス

ポットを設け、1周約 3.7kmのルートで自動運転バス運行の実証実験を実施。 

 

② 実証日程 

 2024年 2月 17日（土）～3月 3日（日） 

 

③ 実証時刻 

 10:00〜17:00に 6便/日を運行。 

 

 
図 2-26 運行ダイヤ 

 

④ 実証場所（ルート） 

 JR 箱崎駅を発着点とし原田・松島・筥松地区を周回するルート（1 周約 50分） 

 

 
図 2-27 運行ルート 
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⑤ 車両情報及び走行方法 

 自動運転 EV システムを搭載した自動運転シャトルバス、ARMA を採用。 

 

 
図 2-28 自動運転車両 

 

⑥ 運賃及び利用方法 

 運賃は無料。 

 バス停や周辺飲食店などの情報を掲載したデジタルマップからの事前予約制。 

 

⑦ その他特色 

 より安全な運行を目指し、一部区間において①信号情報を自動運転バスに伝え、発

進・停止を自動制御、②交差点にある電柱などに設置したセンサーによって検知し

た道路状況（車両・歩行者など）を自動運転バスに情報提供する「道路と車両の協

調」の実験もあわせて実施。 

 

 
図 2-29 信号協調イメージ 

 

＜参照先＞ 

 FUKUOKA SMART EAST HP 

https://fse-mobility.jp/news/861 

 マクニカHP 

https://www.macnica.co.jp/public-relations/news/2024/144803/  
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2.2.  １期社会実証の運営支援 

1期社会実証の運営支援として以下 3項目を実施した。 

 

 関係者協議録の作成 

 出発式の補助 

 自動運転バスの運行 

 

 関係者協議録の作成 

 1期社会実証に向け、以下の表 2-2に示す関係者協議を実施した。 

 運営支援として、関係者協議の場で出た意見等の協議結果を次頁以降に示す協議録と

して取りまとめた。 

 

表 2-2 1期社会実証に向けた関係者協議 

NO 開催年月日 参加者 

1 2023年04月19日 和光市、東武バス㈱、東武バスウエスト㈱、㈱長大 

2 2023年04月25日 和光市、先進モビリティ㈱、アイサンテクノロジー㈱、㈱長大 

3 2023年07月19日 和光市、東武バス㈱、東武バスウエスト㈱、先進モビリティ㈱、㈱長大 
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(1)  関係者協議の協議録（2023年 4月 19日開催分） 
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(2)  関係者協議の協議録（2023年 4月 25日開催分） 
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(3)  関係者協議の協議録（2023年 7月 19日開催分） 
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-2-28- 

 出発式の補助 

 自動運転サービス事業の周知を目的に、1 期社会実証初日に出発式を実施した。 

 運営支援として、開催場所周辺の歩行者誘導や機材（カメラ、クラッカー等）の手配

を実施した。 

 

(1)  開催日時 

 2023年 8月 28日（月）10時 45分から 11時 10分 

 

(2)  開催場所 

 和光市駅南口駅前広場 

 

(3)  実施内容 

 市長挨拶、来賓挨拶、記念撮影 

 

(4)  タイムスケジュール 

10：00 バスを和光市駅南口に乗り入れ＋見学準備 

10：15 バス周り・車内の自由見学開始 

10：40 セレモニー準備開始 

10：45 セレモニー開始（司会公共交通政策室長） 

10：46 市長挨拶（4分程度） 

10：51 東武バスウエスト 社長挨拶（4分程度） 

10：56 議長挨拶（4分程度） 

11：01 県議挨拶（4分程度） 

11：05 記念撮影 

11：10 自動運転バス和光市駅南口出発 
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(5)  人員配置 

 

図 2-30 人員配置 
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 自動運転バスの運行 

 自動運転サービス導入事業全体計画に定めた走行ルートを自動運転バス（自動運転

レベル 2）で計 31便運行した。 

 なお、自動運転バスの運行は、運行事業者の東武バスウエスト㈱が実施した。 

 

(1)  1期社会実証の概要 

 運行日数 ：計 10日間（8月28日（月）～9月1日（金）、9月4日（月）～9月8日（金）） 

 運行便数 ：計 31便（3便/日、初日のみ 4便/日） 

 

(2)  自動運転バスの走行結果 

 計 274名（内、市民公募による乗車 81名）の方が試乗した。 

 バス専用通行帯における自動運転走行の割合として、自動運転率（自動運転で走行

した距離を走行ルート距離で除した割合）を算出した結果を以下の表 2-3に示す。 

 60%台と低い便も存在したが、90％以上と高い自動運転率を記録している便が多く、

全 31便の自動運転率の平均は 95.9％と高い数値となった。 

 なお、自動運転率の低下要因は、隣接車線を走行するトラックとの接触回避による

ハンドル介入（ステアオーバーライド）が主であった。 

 

表 2-3 各便の自動運転率 

 第1便 第2便 第3便 第4便 

8月28日（月） 99.6% 100.0% 100.0% 100.0% 

8月29日（火） 100.0% 100.0% 100.0% － 

8月30日（水） 100.0% 100.0% 100.0% － 

8月31日（木） 99.7% 96.3% 87.5% － 

9月1日（金） 98.5% 91.6% 86.2% － 

9月4日（月） 99.7% 100.0% 99.8% － 

9月5日（火） 76.3% 86.5% 67.7% － 

9月6日（水） 100.0% 89.6% 93.4% － 

9月7日（木） 100.0% 100.0% 100.0% － 

9月8日（金） 100.0% 100.0% 99.8% － 

※8月 28日（月）のみ 4便 
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2.3.  1期社会実装の運営支援 

1期社会実装の運営支援として以下 3項目を実施した。 

 

 関係者協議録の作成 

 交通案内員の手配 

 自動運転バスの運行 

 

 関係者協議録の作成 

 1期社会実装に向け、以下の表 2-4に示す関係者協議を実施した。 

 運営支援として、関係者協議の場で出た意見等の協議結果を次頁以降に示す協議録

として取りまとめた。 

 

表 2-4 1期社会実装に向けた関係者協議 

NO 開催年月 参加者 

1 2023年10月12日 和光市、東武バス㈱、東武バスウエスト㈱、先進モビリティ㈱、㈱長大 

2 2023年12月14日 和光市、東武バス㈱、東武バスウエスト㈱、先進モビリティ㈱、㈱長大 

3 2023年12月20日 和光市、日本信号社㈱、㈱長大 

4 2024年01月10日 和光市、SGリアルティ㈱、㈱長大 
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(1)  関係者協議の協議録（2023年 10月 12日開催分） 
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(2)  関係者協議の協議録（2023年 12月 14日開催分） 
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(3)  関係者協議の協議録（2023年 12月 20日開催分） 
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(4)  関係者協議の協議録（2024年 1月 10日開催分） 
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 交通案内員の手配 

 1期社会実装では、和光市駅北口の自動運転バス停留所に交通案内員を配置した。 

 交通案内員の主な業務内容を以下に示す。 

 

(1)  交通案内員の業務内容 

 自動運転バスに乗客が乗車する前に、自動運転バスは和光市駅北口から SG リアルテ

ィ和光までの片道運行であること、また SG リアルティ和光から和光市駅北口までは

回送運行となることを案内する。 

 SG リアルティ和光で下車後、和光市駅北口行きのバスを待つ際は、敷地内を動き回

らないよう案内する。 

 自動運転バスの乗客数を便ごとにカウントして記録する。 

 乗客数が 11 名を超えた時に、それ以降に乗車を希望する方に対し、定員のため乗車

出来ない旨を案内する。 

 なお、自動運転バスの仕組みや自動運転バスのサービスに関する質問等があった際は、

本事業に関する資料をお渡しする。説明は不要だが、個別に和光市に確認頂くよう案

内する。 

 

 
図 2-31 交通案内員のイメージ  

交通案内員
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(2)  交通案内員の勤務表 

 交通案内員は、現場に到着した時及び現場から撤収する時に、和光市公共交通政策室

に都度連絡をする。 

 交通案内員が各日に和光市へ連絡した時刻、及び各日の勤務時間を以下の表 2-5に示

す。 

 

表 2-5 和光市への連絡時刻及び勤務時間 

 
和光市連絡時刻 

勤務時間 
到着連絡 撤収連絡 

01月 22日（月） 10:56 14:22 10:20～14:22 

01月 24日（水） 10:42 14:21 10:30～14:21 

01月 26日（金） 10:43 14:24 10:27～14:24 

01月 29日（月） 10:50 14:17 10:50～14:20 

01月 31日（水） 10:55 14:15 10:55～14:17 

02月 02日（金） 10:45 14:21 10:45～14:21 

02月 05日（月） 10:55 14:16 10:55～14:17 

02月 07日（水） 10:45 14:21 10:45～14:21 

02月 09日（金） 10:45 14:21 10:45～14:21 

02月 14日（水） 10:55 14:15 10:55～14:16 

02月 16日（金） 10:55 14:16 10:55～14:17 

02月 19日（月） 10:45 14:21 10:45～14:21 

02月 21日（水） 10:55 14:16 10:55～14:17 

02月 26日（月） 10:55 14:15 10:55～14:18 

02月 28日（水） 10:50 14:21 10:50～14:21 

03月 01日（金） 10:55 14:15 10:55～14:16 

03月 04日（月）    

03月 06日（水）    

03月 08日（金）    

03月 11日（月）    

03月 13日（水）    

03月 15日（金）    

  

1 期社会実装終了後に更新予定 
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 自動運転バスの運行 

 自動運転サービス導入事業全体計画に定めた走行ルートを自動運転バス（自動運転

レベル 2）で計 66便運行した。 

 なお、自動運転バスの運行は、運行事業者の東武バスウエスト㈱が実施した。 

 

(1)  1期社会実装の概要 

 運行日数 ：計 22日間（2024年1月22日（月）～2024年3月15日（金）の月・水・金） 

 運行便数 ：計 66便（3便/日） 

 

(2)  自動運転バスの走行結果 

1)  自動運転率 

 自動運転率を算出した結果を以下の表 2-6に示す。 

 〇台と低い便も存在したが、〇％以上と高い自動運転率を記録している便が多く、

全〇便の自動運転率の平均は〇％と高い数値となった。 

 自動運転率の低下要因は、〇〇が主であった。 

 

表 2-6 各便の自動運転率 

 第1便 第2便 第3便 

01月 22日（月） －% －% －% 

01月 24日（水） －% －% －% 

01月 26日（金） －% －% －% 

01月 29日（月） －% －% －% 

01月 31日（水） －% －% －% 

02月 02日（金） －% －% －% 

02月 05日（月） －% －% －% 

02月 07日（水） －% －% －% 

02月 09日（金） －% －% －% 

02月 14日（水） －% －% －% 

02月 16日（金） －% －% －% 

02月 19日（月） －% －% －% 

02月 21日（水） －% －% －% 

02月 26日（月） －% －% －% 

02月 28日（水） －% －% －% 

03月 01日（金） －% －% －% 

03月 04日（月） －% －% －% 

03月 06日（水） －% －% －% 

03月 08日（金） －% －% －% 

03月 11日（月） －% －% －% 

03月 13日（水） －% －% －% 

03月 15日（金） －% －% －% 

  

自動運転率は、先進モビリティ様の調査結果をもとに作成予定 
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2)  乗客数 

 各日の乗客数を以下の図 2-32に示す。 

 

 

図 2-32 乗客数 
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表 2-7 各便の乗客数 

 第1便 第2便 第3便 合計 

01月 22日（月） 3 1 1 5 

01月 24日（水） 2 1 2 5 

01月 26日（金） 2 2 3 7 

01月 29日（月） 0 0 0 0 

01月 31日（水） 1 0 1 2 

02月 02日（金） 1 1 2 4 

02月 05日（月） 1 0 1 2 

02月 07日（水） 1 3 1 5 

02月 09日（金） 2 2 1 5 

02月 14日（水） 1 1 0 2 

02月 16日（金） 4 0 0 4 

02月 19日（月） 1 2 1 4 

02月 21日（水） 2 0 0 2 

02月 26日（月） 3 2 2 7 

02月 28日（水） 6 2 3 11 

03月 01日（金） 0 1 1 2 

03月 04日（月）     

03月 06日（水）     

03月 08日（金）     

03月 11日（月）     

03月 13日（水）     

03月 15日（金）     

  

1 期社会実装終了後に更新予定 
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2.4.  本格社会実装に向けた運営支援 

令和 6年度末以降の本格社会実装に向け、活用可能な国の補助制度を調査した。 

 

 地域公共交通確保維持改善事業費補助金（自動運転実証調査事業） 

(1)  目的 

 地域づくりの一環として行うバスサービス等の自動運転化に伴う経費に対して、地方

公共団体・民間団体等が、その費用負担を軽減するため当該経費の一部を助成する事

業等に要する経費を補助し、経営面、技術面、社会的受容性等の実証を推進すること

で、自動運転技術を活用した持続可能な移動サービスを構築することを目的とする。 

 

(2)  募集主体 

 地方公共団体 

・将来的にレベル 4 自動運転技術を提供することが見込まれる事業者が参画する

こと。 

・将来的な持続可能性を踏まえた収支計画が策定されていること。 

・地域住民や関係機関に対して走行特性・安全性について理解促進が図られている

こと。 

 

(3)  公募受付期間 

 令和 5年 5月 26 日（金）～ 令和 5年 7月 25日（火） 

 

(4)  補助対象経費 

 自動運転システムの開発、それに伴う車両改造、協議会・説明会開催経費等。 

 

 

 

(5)  補助率・採択予定件数 

 補助額：事業実施に関わる費用のうち最大 1.8億円程度、補助率 10/10。 

 30～40件の事業について必要な経費を補助する。 

 なお、応募状況によって補助額・補助率は調整する場合がある。 
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＜費目整理＞ 

想定する費目 費用分類 費用定義 

車両費 車両購入費 初期費用 自動運転実証実験及び今後の実装を目的とした車両購入に係る費用 

車両減価償却費 ランニング費用 
自動運転実証実験及び今後の実装を目的とした車両購入に係る減価償

却費 

車両リース費 ランニング費用 自動運転実証実験の実装を目的とした車両リースに係る費用 

車両ライセンス費 ランニング費用 自動運転実証実験の実装を目的とした車両に係るライセンス料 

車両 

関連費 
燃料費・電気代 ランニング費用 自動運転実証実験及び準備に係る燃料費・電気代 

車両改造費 初期費用 車両を自動運転実証実験向けに改造する為に係る費用 

車両修繕費 ランニング費用 自動運転実証実験の実施を目的とした車両修繕に係る費用 

車両定期点検・整備費 ランニング費用 自動運転車両の車両定期点検・整備（部品交換を含む）に係る費用 

車両ラッピング関連費 初期費用 
自動運転実証実験におけるPR等を目的とした車両ラッピングに係る

費用 

車両輸送費 初期費用 自動運転実証実験及び準備を目的とした車両輸送に係る費用 

自賠責保険料 ランニング費用 自動運転実証実験における車両の自賠責保険に係る費用 

自動車保険料 ランニング費用 自動運転実証実験における自動車保険に係る費用 

自動車重量税 ランニング費用 自動運転実証実験における自動車重量税 

自動車税 ランニング費用 自動運転実証実験における自動車税 

諸経費 初期費用 
自動運転実証実験及び今後の実装を目的とした車両購入に係る諸経費

（車両登録料等） 

システム 

関連費 
自動運転システム費 初期費用 

自動運転実証実験の実施を目的とした自動運転システム構築及び設定

等に係る費用 

自動運転システム保守・運用費 ランニング費用 
自動運転実証実験の実施を目的とした自動運転システムの保守や運用

等に係る費用 

運行管理システム費 初期費用 
自動運転実証実験における遠隔監視等の実施を目的とした運行管理シ

ステムの構築及び設定等に係る費用 

運行管理システム保守・運用費 ランニング費用 
自動運転実証実験における車両の遠隔監視等の実施を目的とした運行

管理システムの保守や運用等に係る費用 

データ通信費・クラウド利用料 ランニング費用 
自動運転実証実験における車両の遠隔監視等を目的としたデータ通信

等に係る費用 

セキュリティ費 初期費用 
自動運転実証実験の実施を目的とした自動運転システムのセキュリテ

ィ構築及び設定等に係る費用 

セキュリティ保守・運用費 ランニング費用 
自動運転実証実験の実施を目的とした自動運転システムのセキュリテ

ィの保守や運用等に係る費用 

アプリ開発費 初期費用 
自動運転実証実験の実施を目的としたMaaSアプリ等の開発に係る費

用 

アプリ保守・運用費 ランニング費用 
自動運転実証実験の実施を目的としたMaaSアプリ等の保守や運用等

に係る費用 

コンテンツ制作費 ランニング費用 
MaaSアプリ/ネットワークサイネージ等におけるコンテンツの制作に

係る費用 

コンテンツ配信PF構築費 初期費用 
MaaSアプリ等におけるコンテンツ配信プラットフォームの構築及び

設定等に係る費用 

コンテンツ配信PF保守・運用費 ランニング費用 
MaaSアプリ等におけるコンテンツ配信プラットフォームの保守・運

用等に係る費用 

サーバー保守運営費 ランニング費用 MaaSアプリ等におけるサーバー保守・運営に係る費用 

ネットワークカメラ費 初期費用 
自動運転実証実験の実施を目的としたネットワークカメラの調達及び

設置等に係る費用 

ネットワークカメラ保守・運用費 ランニング費用 
自動運転車両の運行を目的としたネットワークカメラの保守や運用等

に係る費用 

5G端末費 初期費用 自動運転実証実験の実施を目的とした 5G端末の設置等に係る費用 

5G端末保守・運用費 ランニング費用 
自動運転実証実験の実施を目的とした 5G端末の保守や運用等に係る

費用 

設備 

関連費 
遠隔監視機材費 初期費用 

自動運転移動サービスにおける車両の遠隔監視を目的とした機材の調

達に係る費用 
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想定する費目 費用分類 費用定義 

遠隔監視室設置費 初期費用 
自動運転移動サービスにおける車両の遠隔監視を目的としたスペース

（会議室等）の設置等に係る費用 

遠隔監視室賃借料 ランニング費用 
自動運転移動サービスにおける車両の遠隔監視を目的としたスペース

（会議室等）の賃借に係る費用 

インフラ機材費 初期費用 
自動運転実証実験の実施を目的としたインフラの調達に係る費用（磁

気マーカ、信号通信機等） 

インフラ機材点検・保守費 ランニング費用 
自動運転実証実験の実施を目的としたインフラの点検・保守に係る費

用（磁気マーカ、信号通信機等） 

通信設備費 初期費用 自動運転実証実験の実施を目的とした通信設備の設置等に係る費用 

通信設備点検・保守費 ランニング費用 
自動運転実証実験の実施を目的とした通信設備の点検・保守に係る費

用 

コールセンター設置費 初期費用 自動運転実証実験におけるコールセンターの設置等に係る費用 

コールセンター保守・運用費 ランニング費用 自動運転実証実験におけるコールセンターの保守や運用等に係る費用 

ネットワークサイネージ費 初期費用 
自動運転実証実験の実施を目的としたネットワークサイネージの調達

及び設置等に係る費用 

停車場設置関連費 初期費用 自動運転車両の停車場（停留所を含む）の設置等に係る費用 

駐車場設置費 初期費用 自動運転実証実験に関する駐車場の設置に係る費用 

駐車場賃借料 ランニング費用 自動運転実証実験に係る駐車場の賃借に係る費用 

リスク 

アセスメント 

関連費 

リスクアセスメント費 初期費用 自動運転車両の運行を目的とした、リスクアセスメントに係る費用 

車両調律費 初期費用 
自動運転車両の運行を目的とした、リスクアセスメントの結果に基づ

く車両本体の調律（運行速度設定等）に係る費用 

地図データ作成費 初期費用 自動運転実証実験の実施を目的とした、地図データの作成に係る費用 

地図データ更新費 ランニング費用 自動運転実証実験の実施を目的とした、地図データの更新に係る費用 

労務費 運転手（労務費） ランニング費用 自動運転実証実験の実施を目的とした運転手に係る労務費 

保安員（労務費） ランニング費用 
自動運転実証実験の実施を目的とした保安員（運転手兼任も含む）に

係る労務費 

遠隔監視員（労務費） ランニング費用 
自動運転実証実験における遠隔監視を目的とした遠隔監視員に係る労

務費 

コールセンター対応員（労務費） ランニング費用 
自動運転実証実験の実施を目的としたコールセンター等のオペレータ

ーに係る労務費 

車両日常点検・清掃員（労務費） ランニング費用 自動運転実証実験の実施における車両日常点検・清掃に係る労務費 

インフラ工事費（労務費） 初期費用 自動運転車両の運行を目的としたインフラの設置等に係る労務費 

一般管理費 ランニング費用 自動運転実証実験の企画・運営に係る労務費 

旅費・交通費 初期費用 
【事業開始時】自動運転実証実験の準備・立ち上げに係る旅費・交通

費 

旅費・交通費 ランニング費用 自動運転実証実験の実施時に係る旅費・交通費 

事務経費 ランニング費用 自動運転実証実験の運営時に必要となる費用 

モニター調査費 初期費用 自動運転実証実験の検証等におけるモニター調査の実施に係る費用 

アンケート調査費 初期費用 自動運転実証実験の検証等におけるアンケート調査の実施に係る費用 

相談料/謝金 初期費用 自動運転実証実験を目的とした相談料/謝金の費用 

広告宣伝費 
広告宣伝費 初期費用 

【事業開始時】自動運転実証実験のPR等を目的とした広告宣伝に係

る費用（クーポン発行費等を含む） 

広告宣伝費 ランニング費用 
自動運転移動サービスのPR等を目的とした広告宣伝に係る費用（ク

ーポン発行費等を含む） 

他 
その他雑費 初期費用 

【事業開始時】その他、本事業を行うために特に必要と認められる初

期費用 

その他雑費 ランニング費用 その他、本事業を行うために特に必要と認められる費用 
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 自動運転実証調査事業と連携した路車協調システム実証実験 

(1)  目的 

 一般車や歩行者・自転車が混在する一般道でのレベル 4自動運転サービスの実現に向

けて、車載センサーでは把握が困難な交差点等において、道路インフラのカメラ等に

よって道路交通状況を検知し、自動運転車両や遠隔監視室へ情報提供を行う路車協調

システムの技術的検証を目的とした実証実験について公募する。 

 

(2)  申請主体 

 都道府県または市町村 

 以下の全てに該当すること。 

・令和 4年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（自動運転実証調査事業）に

応募し、路車協調システムの活用を予定していること。 

・自動運転車の走行環境が整備済または整備予定であり、運行予定ルート上に信号

交差点やバス停等があり、路車協調システムの実証実験が可能であること。 

・都道府県が申請する場合には、関係する市町村と調整が図られていること。 

 

 

 

(3)  募集期間 

 令和 5年 5月 26日（金） ～ 令和 5年 7月 25日（火） 

 令和 5年 12月 13日（水） ～ 令和 6年 1月 22日（月） ※追加募集 

 

(4)  支援内容 

 国土交通省は、交差点等の手動介入の発生が想定される箇所に設置した路車協調シス

テムから自動運転車等へ道路状況に関する情報提供を行うことを通じて、路車協調シ

ステムの活用を支援 
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＜役割分担及び費用負担＞ 

項 目 施行区分 費用負担区分 

実証実験書の作成 地方公共団体 － 

路車協調システムの設計 国土交通省 国土交通省 

路車協調システムの設置（路側設備）、貸与（受信機器） 国土交通省 国土交通省 

路車協調システムの維持管理 国土交通省 国土交通省 

道路使用許可・道路占用許可の申請 
国土交通省 

地方公共団体 
国土交通省 

道路利用者等への周知 
国土交通省 

地方公共団体 

国土交通省 

地方公共団体 

自動運転車の準備 事業者 地方公共団体 

自動運転システムの改修 事業者 地方公共団体 

自動運転車の運行 事業者 地方公共団体 

データ収集・提供 事業者 地方公共団体 

実証実験の分析・評価 国土交通省 国土交通省 

地域実験協議会の運営 地方公共団体 地方公共団体 
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 路車協調システム実証実験申請書の作成 

 路車協調システム実証実験申請書を作成した。 

 作成した申請書を以下に示す。 
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3.  広報物の制作 

自動運転サービス導入事業に関わる広報物の制作を行った。 

なお、制作した広報物は、以下 2点。 

 

【制作物】 

 自動運転バス用マグネットシート 

 広報動画 
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3.1.  自動運転バス用マグネットシートの制作 

 1期社会実装に向け、自動運転バスが社会実装中であること等を示すマグネットシート

を制作した。 

 制作したマグネットシートの種類及び寸法を以下の表 3-1に示す。 

 

表 3-1 自動運転用マグネットシートの種類 

NO 配置箇所 種類（掲載文） 寸法 

1 車体前面 和光市章 170×570mm 

2 車体前面 実装案内（自動運転バス社会実装中） 170×1,240mm 

3 車体右側面 和光市章 330×960mm 

4 車体右側面 実装案内（自動運転バス社会実装中） 330×2,280mm 

5 車体右側面 実装期間（1月 22日～3月 15日の月・水・金） 220×2,280mm 

6 車体左側面 和光市章 240×700mm 

7 車体左側面 実装案内（自動運転バス社会実装中） 380×900mm 

8 車体左側面 実装期間（1月 22日～3月 15日の月・水・金） 260×900mm 

 

3.1.1.  マグネットシートイメージ 

 制作したマグネットシートのイメージを図 3-1から図 3-8に示す。 

 

(1)  車両前面 

 
図 3-1 NO1_和光市章_170×570mm 

 

 
図 3-2 NO2_実装案内_170×1,240mm 
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(2)  車体右側面 

 

図 3-3 NO3_車体右側面_和光市章_330×960mm 

 

 

図 3-4 NO4_車体右側面_実装案内_330×2,280mm 

 

 

図 3-5 NO5_車体右側面_実装期間_220×2,280mm 

 

 

(3)  車体左側面 

 

図 3-6 NO6_車体左側面_和光市章_240×700mm 

 

 

図 3-7 NO7_車体左側面_実装案内_380×900mm 

 

 
図 3-8 NO8_車体左側面_実装期間_260×900mm 
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3.1.2.  マグネットシート配置箇所 

 制作したマグネットシートの配置箇所を図 3-9から図 3-11に示す。 

 

 
図 3-9 マグネットシート配置箇所（車体前面） 

 

 
図 3-10 マグネットシート配置箇所（車体右側面） 
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図 3-11 マグネットシート配置箇所（車体左側面） 
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3.2.  広報動画の制作 

 1期社会実装に関する広報動画を制作した。 

 

3.2.1.  広報動画制作要領 

 広報動画を以下の表 3-2に示す要領で制作した。 

 

表 3-2 制作要領 

項目 要領 

再生時間 1分程度 

動画縦横比 縦 16×横 9（1920×1080px） 

BGM あり 

ナレーション あり 
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3.2.2.  広報動画配信場所 

 広報動画は、和光市駅南口のデジタルサイネージにて配信。 

 配信場所のイメージを以下の図 3-12に示す。 

 

 
図 3-12 和光市駅南口のデジタルサイネージ 

 

広報動画配信場所



 

 

-3
-8

- 

3.2.3.  広報動画シナリオ 

 
図 3-13 広報動画のシナリオ 

❖和光市自動運転サービス導入事業・広報動画構成案 ［フルHD（1920×1080px）・タテ型・ナレーションあり・BGMあり］

00:00 00:10 00:30 00:40 00:50 01:00 01:15

ナレーション案

市民の移動の自由を守る

ため、新しい交通サービ

スをいち早く取り入れた

自動運転バスプロジェク

ト。

2023年夏に実施した1期社

会実証走行の結果を踏ま

え、1期社会実装走行を実

施します。

2024年1月22日から3月15

日までの約２ヶ月間、平

日の月曜日・水曜日・金

曜日に運行します。

乗車定員は1便あたり11名

となり、予約不要でご乗

車頂けます。

運賃は200円。交通系 IC

カードもご利用いただけ

ます。

運行ルートは、和光市駅

北口から外環側道部を経

由し、SGリアルティ和光

までの片道運行となりま

す。

自動運転は、まずは、乗

務員が同乗する「レベル

２」で走行し、将来的に

は、特定条件下における

完全自動運転となる「レ

ベル４」での走行を⽬指

します。

未来の公共交通サービス

の確保・充実のため、皆

様のご協⼒をお願いしま

す。

R5夏期の
走行動画を表示

運行概要を端的に
まとめて表示

車内動画に
補足事項を表示

運行ルート図 R5夏期版と
同様のレベル表記

R5夏期の走行動画に
市のクレジットを表示

予約不要
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4.  報告書・説明資料の作成 

前章までの内容を取りまとめた報告書を作成した。 

また、説明資料として、和光市未来技術地域実装協議会（WG含む）や地域住民への説

明会で使用する資料を作成した。 

 

4.1.  報告書の作成 

本業務の報告書を以下に示す項目で作成した。 

 

①業務概要 

②1期社会実証及び社会実装の運営支援 

③広報物の制作 

④報告書・説明資料の作成 

⑤打合せ協議 
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4.2.  説明資料の作成 

和光市未来技術地域実装協議会（WG含む）や地域住民への説明会で使用する資料、ま

た協議会及び説明会での協議事項を整理した協議録を作成した。 

作成した資料の内訳を以下の表 4-1に示す。 

 

NO 開催年月日 会議名称 説明資料作成 協議録作成 

1 2023年05月24日 第1回全体WG 〇 〇 

2 2023年06月06日/07日/11日 住民説明会 〇 〇 

3 2023年07月07日 第7回和光市未来技術地域実装協議会 〇 〇 

4 2023年11月01日 第2回全体WG 〇 〇 

5 2023年11月22日/25日 住民説明会 － 〇 

6 2023年12月1日 第8回和光市未来技術地域実装協議会 〇 〇 
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4.2.1.  第 1回全体 WG 

 2023年 5月 24日（水）開催の第 1回全体 WGの説明資料及び協議録を以下に示す。 

 

(1)  説明資料 
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-4-5- 
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-4-7- 
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-4-14- 
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(2)  協議録 
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4.2.2.  住民説明会 

 2023年 6月 6日（火）、7日（水）、11日（日）開催の住民説明会の説明資料及び協議

録を以下に示す。 

 

(1)  説明資料 
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(2)  協議録 

1)  6月 6日開催分 
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2)  6月 7日開催分 
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4.2.3.  第 7回和光市未来技術地域実装協議会 

 2023 年 7 月 7 日（金）開催の第 7 回和光市未来技術地域実装協議会の説明資料及び

協議録を以下に示す。 

 

(1)  説明資料 
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(2)  協議録 
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4.2.4.  第 2回全体 WG 

 2023年 11月 1日（水）開催の第 2回全体 WGの説明資料及び協議録を以下に示す。 

 

(1)  説明資料 
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(2)  協議録 
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4.2.5.  住民説明会 

 2023年 11月 22日（水）、11月 25日（土）開催の住民説明会の協議録を以下に示す。 

 

(1)  協議録 
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4.2.6.  第 8回和光市未来技術地域実装協議会 

 2023年 12月 1日（金）開催の第 8回和光市未来技術地域実装協議会の説明資料及び

協議録を以下に示す。 

 

(1)  説明資料 
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(2)  協議録 
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5.  打合せ協議 

業務実施における打合せ協議を 4回以上実施した。 

実施した打合せ協議の実施日・出席者・形式を以下の表 5-1に示す。 

 

表 5-1 打合せ協議実施日・出席者・形式 

NO 実施日 出席者 形式 

1 2023年 10月 12日 
 和光市：田中室長、黒田室長補佐、加藤技師 

 長大 ：佐々木、長谷川、生越 
対面 

2 2023年 11月 1日 
 和光市：田中室長、黒田室長補佐、加藤技師 

 長大 ：長谷川、生越 
対面 

3 2023年 12月 1日 
 和光市：田中室長、黒田室長補佐、加藤技師 

 長大 ：佐々木、長谷川、生越 
対面 

4 2024年 3月 25日 
 和光市：田中室長、黒田室長補佐、加藤技師 

 長大 ：佐々木、長谷川 
対面 

 


